
 
         
 
 
 
 
 
 
 
 

事務局報告 

Disaster prevention Expert News 

vol.53 
2020.10 

1 

発行 ： 令和2年10月14日（水）   東北地方防災エキスパート事務局 TEL.022-268-4711 〔(一社)東北地域づくり協会内〕 

 

 

 

 ～所属企業との協力協定締結と新たな増員の取組み～ 
 

  これまでの防災エキスパートの防災支援活動において、防災エキスパートの高齢化や実働者 

 の確保が課題となっており、今後の活動においては人員を増強し、発生する大規模災害に備 

 える必要があります。 

  これを受け、東北地方整備局と東北地域づくり協会では、今後の防災エキスパートの人員確 

 保のあり方、大規模災害時の派遣のあり方や支援のあり方について検討を進めておりました。 

  この度、防災エキスパート活動の強化を目的に、次に示す２つの取組みを実施しました。 
 
 
 

 ①防災エキスパート所属企業と事務局との協力協定締結 
 
   防災エキスパート活動は、今後の激甚化する災害に対応する必要があり、益々重要な役割 

 を果たすものと期待されているところです。防災エキスパートの８割以上が企業等に所属してお 

 り、企業側の理解と支援なくては活動が成り立ちません。平常時の活動はもとより災害時の広域 

 化・長期化する派遣にも対応するため、防災エキスパート所属企業等と事務局の東北地域づく 

 り協会との間で相互協力や出動時の対応、支援内容を定めた「防災エキスパート活動に関する 

 協力協定」をこの度締結しました。 防災エキスパートが所属する１３８法人と協定締結を行いまし 

 た。 

 
 ②防災エキスパートの人員確保 
 

  人員の確保の取り組みとして、東北地方整備局の指導のもと随時募集を行ってきたところであ 

 りますが、今般、国土交通省の発注者支援業務を担い建設マネジメン技術の研鑽・振興及び人 

 材育成を推進し、地域社会の発展に寄与することを目的に設立された一般社団法人東北建設 

 マネジメント技術協会(秋葉敬治代表理事)から登録の申し出があり、事務局による技術経験等の 

 事前登録審査を経て、加盟１３社所属の４７人の技術者が令和２年９月１０日付けで新たに東北地 

 方防災エキスパートに登録されました。 
 

  東北地域づくり協会では、令和２年9月２９日に上記２件の取組みについて、記者発表（建設４紙） 

  を行いました。 
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記者発表記事 

       

     「 防災エキスパート活動の強化について」と題し、令和2年9月30日に本所にて記者発表を 

 行い、10月1日の建設4紙に関連記事が掲載されましたので、お知らせいたします。（一部掲 
 載いたします。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6面 

新聞掲載  

2020年（令和2年）10月1日（木） 

     

◆日刊 建設工業新聞    6面 

◆建設通信新聞    1面、6面 

◆日刊建設産業新聞 １面、3面 

◆建設新聞                  14面 
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   災害対応 
 

 

 

   

   東北地方整備局各事務所及び管理所から出動要請を受け、令和２年７月２８日～８月３日まで   

 防災エキスパート延べ７人を派遣し、災害支援活動を実施しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

派遣先：山形河川国道事務所、新庄河川事務所、月山ダム管理所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

        

公共インフラ復興支援 
 
 
  
 
 
 

 令和２年７月２７日の前線及び低気圧による降雨による出水により、山形県に甚大な被害をもた 

らしました。 東北地域づくり協会では、山形県のインフラ整備の一日も早い復興を支援するため、 

山形県に対して 300万円の寄付を行いました。 

 寄付金については、吉村知事に対して渥美理事長より 贈呈され、知事から謝意が示されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  

令和2年7月豪雨で被災した山形県に寄付 

令和2年9月23日  
吉村知事に目録を手渡す渥美理事長 令和2年9月24日 山形新聞 
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東北地方防災エキスパート徽章（バッジ）と 
名刺用シールを作成しました                   

 徽章（バッジ）の制作のねらいは、次のとおりです。 

 

 

 

 

 この徽章については、全防災エキスパートに送付しておりますので、ご活用ください。 

 また、徽章と同じデザインを用いた名刺用シールも作成しております。縦・横こちらの名刺に

も貼れるサイズとなっており、東北地域づくり協会 本所及び支所で配布しております。 

 

 

  

  

  

 徽章（バッジ） 名刺用シール 

 
 

東北地方防災エキスパート英語表記の  Tohoku  Disaster Prevention Expert の

頭文字 TDPExをデザイン化し、矢印は 「東北（T）から現地（X地点）に急行（

Express）する任務」を表現しています。 

 

                       ＊Ex は Express（早い・迅速）の意味も持っています。               

  

防災エキスパート事務局 
（一般社団法人東北地域づくり協会  防災技術部） 
     TEL：022-268-4711 

 FAX：022-227-5244 
 E-mail：bousai-expt@kyokai.or.jp 

令和２年７月２７日前線及び低気圧による豪雨により、最上川直轄河川では７箇所で溢水・ 

越水が発生するなど、山形県内では浸水被害が発生しました。 

戦後最大洪水と言われた昭和４２年８月の「羽越水害」を上回る雨量を観測し、直轄水位観

測所の４観測所では既往最高水位を記録しました。 

 今回の洪水と羽越水害を山形県の被害で比較すると、死亡者なし、１万戸以上少ない住

家・非住家の床上浸水戸数となっています。 

 これは河川改修の進捗をはじめ浸水被害軽減対策の賜であるとともに、情報共有、防災

意識向上といったソフト面の改善が図られたものと思われます。 

災害に対する備えがいかに重要である事を改めて教えてくれた災害となりました。 

他者に防災エキスパートである事を認識してもらう 
防災エキスパートとして社会貢献への意識高揚 
防災エキスパート同士の連帯性を高める 

バッジのデザインとコンセプト                

編集後記 
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